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ま えがき

日本技研株式会社は
､ 社 団法人海外農業開発 コ ン サ ル タ ン ツ 協会 の補助金 を得て

､ 平成 1 2

年 9 月 3 日より 1 1 日まで ､
9 日間に わたり ､

パ キ ス タ ン ･ イ ス ラ ム 共和 国にお い て タ ル

砂漠地域にお ける ア グ ロ フ ォ レ ス トリ の普及 を目的とする開発計画に関わ る案件形成調査

を実施 した｡

本調査報告書は ､ 以下 の 案件 に つ い て パ キ ス タ ン 政府 関係者 と打ち合わ せ を行な い
､ 資料

と情報 を収集す るとともに ､ 現地調査 を実施 した結果 を取り まと めたもの で ある｡

パ ン ジ ャ ブ州計画開発省 ､ タ ル 地域持続的開発計画

パ キ ス タ ン ･ イ ス ラ ム 共和国は ､
1 9 9 8 年 5 月 ま で は

､
日本か ら多額 の無償援助 が供与さ

れて きた ｡ しか し
､

1 9 9 8 年核兵器 の 地下実験 の実施 ､ さらに 1 9 99 年 1 0 月 には軍部に よ

るク ー デタ ー に より
､

日本か ら の 援助は停止 され ､ 国際的な援助に頼 っ て きた パ キ ス タ ン

は ､ 経済状態が極度に悪化 して い る
｡

パ キ ス タ ン 国の経済は農業をそ の基本と して い るが ､ 潅漑地域にお い て は人 口 が過密 とな

り
､ 農地 の 拡大は望めない状況 とな っ て い る｡ 本調査 の対象地域は ､

パ キ ス タ ン に お け る

農業生産 の 中心で ある パ ン ジ ャ ブ州 にあるが
､ 現在 まで開発が及んで い ない ｡ こ の ため ､

人 口 密 度は低く 開発可能地域が広く残され て い る
｡

パ ン ジ ャ プ州政府は ､ 本地域の お ける開発 計画 を立案 して い るが
､ 農業 生産増強に偏 り ､

地域住民 の厳 し い生活状況を改善す るた め の 手段や ､ 環境改善に つ い て の視点が含まれて

い ない ｡ こ の た め
､ 案件形成に際 し て は ､ 住 民参加 の もと に総合的な地域開発 を実施す る

こ とを目標と し
､ 砂漠緑化 ､ 太陽 エ ネル ギ ー の利用 も含む 計画と した

｡ 今後 ､ 本調査 の結

果が 計画 の実現 に活用され る こ とを期待する ｡

こ の調査に際 して
､

ご協力 を頂 い た在 パ キ ス タ ン 国日本大使館 ､ 国際協力事業団 の 関係各

位に対 し
､ 深く謝意を表する次第で ある｡

平成 1 2 年 9 月

日本技研株式会社

岸洋
一

Q a s i m S a e e d



国名 : パ キ ス タ ン 案件名 : タ ル 地域開発計画
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タル地域開発計画

（案件形成調査）
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1 背景 と経緯

1 .1 経済 ･ 社会的背景

パ キス タ ン ･ イ ス ラム 共和国は国土面積 79
,
6 万 k m

2
､ 人 口 は 1 9 9 9 年の

推定 によ ると 1 億 4 3 5 0 万 人で ある ｡
パ キ ス タ ン は農業が経済の 要 で あり ､

G D P の 約 1/4 ､ 雇用 の 1/2 ､ 輸出の 相当部分を占めて いる ｡ 農耕地面積は 国

土 の 2 6 % ､ 2 1 万 k m
2 (2 ,

1 0 0 万 b a) を占める にすぎず ､ 耕作可能地が ひ ろ

く放置されて い る｡
パ ン ジャ ブ州で は人 口増加率は 2 . 8 % と推定され(1 9 9 5) ､

人 口が毎年2 0 0 万人余り増加 して い る ｡ こ の 人 口増加 によ っ て ､ 毎年約 2 6 0

万 トン の 小麦の需要が新た に発 生 し､ 現在で も食糧 を輸入 して い る パ キ ス タ

ン の 食糧供給体制 の 改善が 急務 で ある こ と を示 し て い る ｡

パ キ ス タ ン の 国土 に占め る樹 林地 面積 の 割合は ､ 均衡 の とれ た経済発 展

と安定 した 環境維持 に望ま しい と い われ る国土面積 の 2 0
～

2 5 % と い う状態

に遠く及 ばな い 5 % (4 5 8 万 b a) にす ぎな い
｡

こ の樹林地 の うち 1 2 7 万 ヘ ク

タ
ー

ル は生産 林 と言 われ る｡

パ キ ス タ ン にお い て は 1 9 8 9 年の 年間用材需要量 は 2 4 0 万 m
3

､ 薪需要 量

は 2 0 0 0 万 m
3 で ある (F o r e st S e ct o r M a st e r P l a n P C

-ⅠⅠ
, 1 9 8 9) ｡

こ の う

ち用材需要量 の 5 0 % ､ 薪需要 量 の 9 0 % が私 有林 あ る い は農地 か ら の 生 産 で

ま か なわ れて い る｡
1 9 8 5 年 に は用材輸入 は 1 8 億 ル ピ ー に達 した が ､ 薪 の 自

給が 可能で あ っ た ｡ 1 9 0 0 年代 を通 じて ､ 私有地 か らの 用材お よ び薪 の 供給

は 減少 し つ つ あり ､ N C A( N ati o n al C o m m i s si o n o n A 酢i c u lt u r e) で は 2 0 0 0

年 の 需要は用材 4 1 0 万 m
3

､ 薪は 3 1 0 0 万 m
3 と予 測 し､ 用材 ､ 薪 の 供給に

不安が あると した ｡

パ キ ス タ ン の 中南部は 降雨 が 少なく砂 漠が多 い
｡ しか し､ こ の よ うな地

域 で も適切 な管理 をすれば ､ 植生 の 生育は 可能で あ る こ とが数々 の パ イ ロ ッ

トプ ロ ジ ェ ク トに より示され て い る ｡ さらに ､ こ の よう に降雨 の少 な い地域

で は
一

年 の ほ とん どは 日射に恵まれて お り ､ 太 陽 エ ネ ル ギ ー を有効に利用 す

れ ば地下水揚水 ポ ン プの エ ネル ギ ー コ ス ト の 低減 ､ 薪 の 需要 を少 なくす る こ

と が で き る可能性 を示 して い る｡

本計画 の タ ル 地域は 肥沃 な土壌に 恵まれて い る が ､ 地下水 へ の ア ク セ ス

に 地域差がある こ と､ 住民は極度 に貧困 で利用 可能な地下水を開発 す る 資金

や ､ 農業技術 の 改善の知識 を得 る機会も なく ､ 厳 し い 自然条件の もと で 生存

す る の みで ､ 土地は
一 部が農業生産 に利用 され て い る に 過ぎなか っ た ｡ 近年

徐 々 に人 口 過剰な地域か らの移住者が 増加 し つ つ あり ､ 開発が進行 して い る

が ､ 自然資源 一 土地 と地下水 -
､ と くに 限 りある地 下水 を過度に消費す る資

源収 奪型農業の 形態を取 っ て お り ､ こ の よ うな農業 の 拡大は ､ 将来に わた る

_ 1 _



持続性 を損なうこ とに な る｡ 本計 画は ､ 不適当な 開発 を避け ､ 地域の 持続的

発 展 を目的とする ｡

1 . 2 計画 の背景 と経緯

1 . 2 . 1 背景

本計画 の 対象となるタ ル 地 域は ､
パ ン ジ ャ ブ州 の 西部に位置す るイ ン ダ

ス 川 とジ ェ ラ ム 川 に挟まれ ､ 東西約 1 00 k m ､ 南北約 2 0 0 k m ､ 面積は約

2 0 ,0 0 0 k m
2 で ､ そ の 約 1/3 で は 水路潅漑が行われ て い る｡ これ に加 え､

一

部で は地 下水 も利用され て い る ｡ 中央部に対 して 30 年前に グ レ イタ ー
･ タ

ル 潅漑計画 が策定され て い るが
､ ま だ 実現 して い ない ｡

パ ン ジ ャ ブ州天水地域開発 機構 ( A g e n c y 丘) r B a r a 血 血 e a D e v el op m e n t ‥

A B A D ) は ､ タ ル 地域を含む パ ン ジ ャ ブ州 の 天 水地域の 開発 を作物 生産 ､ 家

畜､ 社会林業を
一

体と し て進 め て き た ｡ 開発 は 生産増強 ､ 雇用拡大 ､ 収入増

加 を目的 と し､ 5 つ の コ ン ポ ー ネ ン ト: 流域管理 ､ 作物お よび家畜生産 増強､

農業地域イ ン フ ラ整備 ､ 農村金融 ､ 組織強化 を 中心 に進 めて きた ｡ しか し ､

面積が 2 0 0 万 血a にも達す る タ ル 地域 で は ､ 1 3 0 万 b a ほ どが 天 水地域 で あ

り ､ こ の 計画 はそ の
一

部 で実施され て い る の み で ､ 地域 の 大部分 に は計画が

及 ん で い な い
｡

1 . 2 .2 経緯

天 水 地 域 の 開 発 は ､ 1 9 8 0 年 代 の I F A D ( 血t e m a ti o n 山 F u n d 払r

A g 血c u lt u r d D e v el o p m e n t) お よ び ア ジ ア 開発 銀行 ( A D B ) の 融資に よる第

1 次 天水地域開発 がそ の 始 め で あ る｡ 1 9 8 5 年 に は パ ン ジ ャ ブ天水 地域開発

マ ス タ
ー プ ラ ン が作成され た ｡

こ れ に基 づ き ､ ア ジ ア 開発銀行( A D B ) ､ I F A D ､

U N D P の 融資に よ っ て ､ 第 2 次 天水 地域開発( 1 9 9 0
･

9 8) が 実施され た ｡ 2 0 0 0

年 9 月 現在 ､ A B A D は第 3 次天 水地域開発 計画 を作成 し つ つ ある が ､ そ の

一 部を A D B に求 め ､ タ ル 地域 に つ い て は 日本 の 援助を求 め て い る ｡

一

方 ､ 農業省は タ ル 地域中央部 の 砂漠地帯 の 極貧農民層を対象と して ､

貧困解消対策を計画 して い る ｡
こ の 計 画は ､ 現地調査に 基づき ､

こ の 地域で

最も必要性 の 高 い 水資源 を開発す る こ とと し ､ 広く 分布す る浅層地 下水 の利

用 を提案 して い る｡

また ､
パ ン ジ ャ ブ州潅漑省小規模ダ ム 潅漑事務所 も ､ こ れま で 天 水地域

の うち ､ 標高が 高くイ ン ダ ス 川 水系 の 水 路潅漑が 不 可能なポ ト ワ
ー ル 地域に

お い て ､ 3 1 個所 の 中小規模ダム に よ る潅漑を行 っ て きた ｡ こ の 計 画 にお い

て は ､ 社会調査 ､ 農民参加 によ る 計画立 案を行 い
､ 農民 の経済状態 ､ 地域独

- 2 -



特の慣習､ 社会状況 を考慮 して ､ 必要 な潅漑に付随す る事業 ､ た とえば均 平

化を目的とす る圃場整備 ､ 末端水路 の 工事の 援助 な どを実施され て い る ｡

1 9 9 7 年以東､ タル 地域の 調査 を行 っ てき た本調査 団メ ン バ ー

は ､ こ の 地

域に フ ァ イ サ ラ バ ー

ドな どパ ン ジ ャ ブ州中央部か らの 入植者がおり ､ こ の 入

植者と従来か らの 地域住民 との 間に は格差の ある こ とに注 目 した｡ すなわ ち､

入植者は 開発 意欲が高く ､ 点在す る彼らの 農地 は樹木 に 囲まれ ､ 小規模潅漑 ､

植林が行 われるなど水準が高い
｡

こ の 事実か ら､ 地域の 社会条件 ､ 物理条件

に合致する ような手段 を講ずれば ､ こ の 地域にお い て も相当高い 農業生産性

が期待 で き ると判断 した｡ 調査 メ ン バ ー

はそ の 方法と して ､ 太陽 エ ネ ル ギ ー

と 浅層地 下水 を利用 して ア グ ロ フ ォ レ ス トリ を推進 し砂漠の 緑化 ､ 農業生 産

向上 ､ 薪 ､ 用材 の 生産 ､ 生活用水 の 確保 を計画 した ｡

パ キ ス タ ン 国の 天水地域開発 計画 に 関係する A B A D ､ 農業省 ､ 潅漑省 の

開発方針 は ､ 地域社会 の事 情を反 映す る開発 手法が採用 され て お り ､ 本調査

メ ン バ ー

の 開発方針とも
一 致す る｡

こ れ に基づ き ､ 本ミ ッ シ ョ ン は パ キ ス タ

ン 側 の 関係機関と折衝 し､
パ ン ジ ャ ブ州 天水地域開発機構 (A B A D ) を中心

と した ､ タ ル 地域にお ける雨水 と浅層地 下水 の 有効利用 ､ 土壌侵食防 止 ､ ア

グ ロ フ ォ レ ス トリ の 導入 に よ る農業生 産 と緑化推進 な どの 自然環境 の 改善

と 自然資源 の 最適利 用 ､ また タ ル 地域 の 極貧農民層 に対す る生活 ､ 生産 の 改

善 ･ 向上 を目 的とす る コ ミ ュ ニ テ ィ 開発 を骨子 とす る総合的地域開発 貧困対

策を推進す る こ と を提案 した ｡
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2 調査 地域 の概況

2 . 1 社会 ･ 経済

パ キ ス タ ン の 行政上 の 区分は ､ 州 (P r o d n c e) ､ 行政管区 ( Di vi si o n) ､

県 ( D i s 血 ct) ､ 郡 ( T e b sil) に 分け られ る ｡ 本計画地域は パ ン ジャ ブ州 西

部に位置 しイ ン ダス 川 と ジキ ラ ム川 に挟まれ た 地域で ある ｡ 本計画 に含まれ

る地域は下表 に示すよう に 3 行政管区 ､ 6 県 に またが る ｡

計画地域 に含まれ る県及 び郡

D i v i sio n

S a r g o d b a

D i s t ri c t

M i y a w a ri

K Il u S b a b

B b a k k a r

胡I a n g

L a y y a b

M u :乙a 飽 r どa r b

T e b sil

M i y a w a ri
,
P i p l a n

E b u s b a b
,
N o o rp u r

B b a k k a r
,
D a r y a E b a n

,
E al u r E o t

,
M a n k e r a

J h a n g ,
S b o r k o t

C h o b a r a
,
E a r 叫 L a y y a b

E o t A d u
,
M u z a 飽 r g a r b

F ai s al a b a d

D . G . E b a n

県単位の 面積お よ び人 口 を表 に示す が ､ 計画 区域外 も含まれ て い る｡

計 画地域 の 含 む県 の 面積及 び人 口

D i s t ric t 面積( k m 2) 人 口( 1 9 9 5) 備考

M iy a w a ri

E ムu s b a b

B b a k k a r

胡I a n g

L a y y a h

M u z a ぬ r どa r b

O

1

3

9

4

1

5

0

8

5

1

8

5

6

8

8

0

9

9

4

2

2

6

8

1
,
0 0 1

一

部を計画 区域に含む

8 9 1
一

部を計画 区域に含む

1
,
1 3 0

3
,
2 4 8

1
,
1 5 8

2
,
7 7 8

一 部を計画 区域に含む

一 部を計画 区域に含む

こ の 地域の 産 業は農業の み で ある ｡ 潅漑 の 有無 に よ っ て 農業の 形態も異

なり ､ 潅漑区域で は ､ 小麦 ､ サ トウキ ビ
､ 綿花 な どが栽培 される ｡ 天水地域

の 北部で は 1 2 月 か ら 4 月 こ ろ の 降雨 に期待 す る 豆 ( ヒ ヨ コ マ メ) お よ び稀

に は 小麦を栽培 して い る｡ また ､ 南 で は 降雨が 少 なく ､ 作物栽培は地下水位

を利用 でき る とこ ろで しか行 われず ､ 大部分で は 限 られ た植生で牧畜が 僅か

に行 われ て い る程度で あ る｡

こ の 地域 の 道路網は 幹線道路 は舗 装され て い る も の の
､ 内部の 集落に通

じる道路は ま っ たく 整備されて い な い た め ､ 農民は 幹線道路ま で の 数 k m の

道を徒歩 で行 く｡ 電力供給 と電 話 は人 口 の 多 い 市街地 の み に 限られて い る ｡

また ､ 学校 ､ 保健所な ども市街地 に 限 られ て い る ｡
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2 . 2 気象

パ ン ジ ャ ブ州 で は ､ 最高気温 の 平均は 3 0 度以 上 ､ 最低気 温の 平均は 1 0

度以 下 に なる ｡ 年間を通 じて ､ 北部ほ ど気温 は低い ｡ また ､ 降水量 は
, 州 内

の 多い と こ ろで は年間2
,
0 0 0 m m に達す る が ､ 計画 区域にお ける年降水量は ､

北部の
一

部で は 7 5 0 m m を超え､ 南部で は 1 2 5 m m 以下で ある｡ なお ､
パ

ン ジャ ブ州 で は全体がモ ン ス
ー

ン気候の 影響が強く ､ 雨量 の お よそ 2 / 3 は

7 月 か ら9 月 に集中す る ｡ 計画 地域を含むパ ン ジャ ブ州の 主要 な地点 の 年降

雨量 を次表 に示す｡

パ ン ジ ャ ブ州各地 の 年降水量( m m )

1)
､

2)
､

3) は計画対象地域に近 い が
､

地域外 で ある
｡

また ､ 計画地域で あるタ ル 地域は 東 の ジ ュ ラ ム 川 ､ 西 の イ ン ダ ス 川 に挟

まれ た 地域で ､ 主 に南部. 西部で は潅漑され て い る も の の ､ そ の 他 の 部分は

砂漠で あり ､ 厳 しい 気象条件 におかれ て い る｡ 現在 ､ 入手 で き る気象デ ー タ

は 限 られ て い る い るが ､ 本地域を含む
一

帯 の 降水 量 に つ い て 次 ペ ー ジの 表 に

示す ｡

雨量お よ び有効雨量 ( m m )

央: カリ フ 期 : 4 月 ～ 9 月
､

ラ ビ期 : 1 0 月 ～ 3 月
､

P : 雨量
､

E P : 有効雨量

S o u r c e : B a r a n i M a s t e r P l a n
,
M a r c b

,
1 9 8 8
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2 .3 土地資源

パ キ ス タ ン は国土面積が 79
,
6 万 k m

2 で あり､ 農耕地面積 は 2 1 万 k m
2

( 2
,1 0 0 万 h a) を占め ､ その 7 7 % に あた る 1 ,6 2 0 万 b a は港顧されて い る｡

パ ン ジ ャ ブ州 は 面積が 2 0 .6 3 万 k m
2 あり ､ そ の うち 5 9 % に相当する 1

,
2 1 0

万 血a が耕作地 で あ る｡
こ の うち､ 水路潅漑の 支配 面積 (農地以外も含む)

が約9 0 0 万 血a で ある ｡
パ ン ジ ャ ブ州全体､ お よ び計画対象地域の うちその

全域がタ ル 地域に含まれ る B a k k a r 県と L e y y a 血 県にお ける土 地利用状況を

表 に示す ｡

パ ン ジ ャ プ州 ､
B a k k a r 県 ､ L e y ァa b 県にお け る土地利 用‥ 1 9 9 3

-

9 4 年 (
`

0 0 0 b a)

地域 P u n j a b B a k k a r L e y y a h

報告面積(A ＋B) 1 7
,
4 2 0 8 1 2 62 8

潅漑 に よる耕作面積 1 2
,
6 9 7 7 2

.
9 (%) 3 1 4 3 8 . 7 (%) 3 7 9 0

. 4 (%)

A
. 耕作面積 1 2

,
1 1 4 6 9 . 5 (%) 6 8 8 8 4 . 7 (%) 4 0 0 3 . 7( %)

A l 播種地 1 0
,
8 7 6

5 4 . 3(%)

6 6 6

2 1 . 0 (%)

3 5 5

1 . 3(%)小麦 5
,
9 0 2 1 4 0 1 8 2

綿花 2
,
2 4 4 2 0 . 6 (%) 4 0 . 6 (%) 1 8 5 . 1( %)

米 1
,
3 3 9 1 2 . 3 (%) 0 (%) 1 0 , 3 (%)

サ トウキ ビ 6 5 7 6 . 0 (%) 2 1 3 . 2 (%) 1 6 4 . 5(%)

A 2 休閑地 1
,
2 3 8 2 2 4 5

B . 非耕作面積 5
,
3 0 6 1 2 4 2 2 8

B l 未耕作地 1
,
7 8 5 5 0 1 8 3

B 2 林地 4 6 5 3 2 1 0

B 3 耕作不能地 3 , 0 5 6 4 2 3 5

B a k k a r 県は そ の 面積の 8 5 % が 耕作地 で あるが ､ 潅漑 は耕作面積 の 4 0 %

弱 で ある ｡ ま た L e y y a 血 県は そ の 面積 の 6 4 % が耕作地 で あり ､ 耕作面積の

6 0 % が何らか の潅漑が され て い る｡ L e y y a b 県は水 路網 が 普及 して い る ため ､

効率 の 悪 い 天 水 農業が あま り 行 われ ず ､ 支線水 路 の 延 長 を待 っ て い る ｡

B a 址 a r 県で はイ ン ダス 川 に近 い 西側 で は水 路潅漑が行われて い るが ､ 中央

部､ 東部は水 路 か ら遠い た め ､ 天 水農業が 行 われ て い る ｡

農業省 はタ ル 地 域中央部の ム ザ フ ァ ル ガ ー

､ お よ び レ イ ヤ 行政区 に属す

る カ ロ
ー

ル ､ チ ョ ウ バ ラ 地域 を調査 した ｡
ム ザ フ ァ ル ガ ー は水 路網 は発達 し

て い るが ､ 南端部は 大河川 に挟まれた地域で あり ､ 北部は砂 丘 が多い た め ､

未耕作地が 多い ｡ カ ロ
ー

ル は水 路潅漑地域に含まれ て い る ｡ チ ョ ウバ ラ は
一

部が水路潅漑地域に含まれ る ｡
こ れ ら地域の 土地利用 は 次表 の ように な っ て

い る｡

- 6 _



タ ル 地域南部 の 土地利用(農 業省に よる)

ム ザ フ ァ ル ガ ー カ ロ ー

ル チ ョ ウ バ ラ

全面積(h a) 2 3 5
,
9 7 9

農耕地(h a) 1 1 5
,
2 7 0

未耕作地(h a) 1 2 0
,
7 0 9

村落数( ヵ 所) 4 2 6

1 4 7
,
1 1 2 2 8 1

,
0 5 7

1 2 7
,
1 4 9 9 6

,
2 4 2

1 9
,
9 6 3 1 8 4

,
8 1 5

1 0 4 1 6 3

S o u r c e: P C
-I of P o v e rt y A 皿e v i ati o n t b r o u g b C o n s e r v a ti o n of L a n d i n T b al A r e a of

P u nj a b
,
D i r e ct o r a t e G e n e r al A g ri c u lt u r e ( Fi eld)

,
1 9 9 9

本地域に お け る土地所有面積 は ､ 次表 に 示す ように 5 b a 以下 の 小規模経

営が圧倒 的 に多 い
｡

ム ザ フ ァ ル ガ 一 地域は水 路潅漑地域が約 半数 ある た め ､

とく に所有面積は小 さい
｡

タ ル 地域 の 土地所有 の 階層分布 (% )

面積(h a) ム ザフ ァ ル ガ ー カ ロ ー

ル チ ョ ウ バ ラ

〈5 9 6 6 5 7 3

5 - 10 3 2 6 1 9

1 0 - 2 0 0 . 4 5 5

〉2 0 0 . 6 4 3

S o u r c e: P C
-

I of P o v e r tァ A ll e v i a ti o n t b r o u g b C o n s e r ∇a ti o n or

L a n d i n T b a l A r e a of P u nj a b
,
D 止e ct o r a t e G e n e r al

A g ri c t11t u r e ( F i eld)
,
1 9 9 9

計画 地域の 土壌は砂 土 ､ あ る い は砂 壌土か らな り ､ 砂 丘 が形 成 され起伏

が 多い ｡ ム ザ フ ァ ル ガ ー

の 水路潅漑地域に は湛水地や ､ 塩 害に よる放棄地が

見 られ る ｡ チ ョ ウバ ラ で は 砂丘 が 形成 され ､ 地表 を平坦 にす る こ とが 困難な

と こ ろも ある ｡ 土壌は深く ､ 透水性 で ､ 砂質土で あり ､ 耕作に適す る｡ 全体

の 8 % を対象と した 現地調査 に よ る と土壌は以 下の よ うな分布 で ある ｡

計画地域 の 土壌分布 (% )

土壌型 ム ザフ ァ ル ガ
ー

カ ロ ー ル チ ョ ウ バ ラ

砂 土 5 0 5 0 6 0

砂壌土 4 2 45 4 0

シ ル ト ･ 砂土 8 5

S o u r c e : P C
-

I of P o v e r t y A 山e v i a ti o n tb r o u g b C o n s e r ∇a ti o n of L a n d

血 m a l A r e a of P u nj ab
,
D i r e e t ･O r a t e G e n e r al A g ric u lt u r e

( F i eld) ,
1 9 9 9
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2 . 4 水資源

パ キ ス タ ン の 水 資源 は ､ イ ン ダス 川 ､ ジ ェ ラ ム 川 ､ チ ェ ナブ川 に限定さ

れ て い る ｡ 1 9 0 0 年代前半か ら 1 98 8 年まで の観測に よ ると ､ こ れ ら河川 の

年間流出量は 1
,
8 1 0 億 立方 m と されて い る｡ そ の うち 1

,
3 1 1 億立 方 m ( 72 % )

が バ ラ ー ジ ュ か ら取水 され ､ 4 8 0 億立 方 m が地下水と して潅漑 に利用され

て い る ｡
パ キ ス タ ン で は降雨 も利用 され て い る が ､ それ は全港漑水量の 1 5 %

で ある ｡

タル 地域で は ､ 北部を横断す る P - J リ ン ク水路の 北側 ､ お よ び西部､ 南

部で は水路潅漑が行われて い る｡

一 方 ､ 中央部およ び東部で は潅漑されな い

未利用地が 多い ｡

ム ザフ ァ ル ガ ー

､ カ ロ
ー

ル ､ チ ョ ウ バ ラ で は､ 農民 に よる と地 下水位は

6
-

2 5 フ ィ
ー ト ( 1 , 8

-

7 . 5 m ) に あり ､ 水質も潅漑に 適す る と い わ れ る｡ 農業

省の 地域事務所 の調査 も同様 の 結果 を報 告 して い る ｡ し か し
､

こ の 地域は降

水量 が少なく ､ 地下水 は潅漑水路 に よ っ て 洒養され て い ると考えられ て い る ｡

2 . 5 農業

パ ン ジ ャ ブ州 の農業 は ､ 作付 け期 は 4 月 か ら 9 月 ま で の カリ フ 期と 1 0 月

か ら 3 月 まで の ラ ビ期の 2 回で ある ｡ 主要作物 は作付 け面積か ら見 ると､ 小

麦 3 9 %
､ 飼料作物 1 4 %

､ 綿 1 5 % ､ 米 9 % な ど で あ る｡ そ の 他 に 豆 ､ サ トウ

キ ビ
､ トウ モ ロ コ シ ､

ヒ エ
､ ア ワ な どが それぞれ数% 作付 けされ て い る ｡ 期

別 の 作付 けを見 ると ､ ラ ビ 期 に は小 麦お よ び飼料作物 ､ カ リ フ 期 に は飼料 作

物 の ほ か ､ 水稲 ､ 綿 ､ トウ モ ロ コ シ な どが あ る｡ 年 間作付 け率 は 1 2 8 % で ､

カ リ フ 期は 6 8 % ､ ラ ビ期 は 6 2 % と な っ て お り ､

一

般的 に農民 は休 閑せず に

連続作付けす る｡ 各 作期 に 3 0 - 4 0 % の潅漑農地が作付 けされ な い で休 閑地

とな っ て い る が ､ これ は水 不足 が原因 で ある と い われ る ｡

計画地域 にお い て は ､ 潅漑 の 有無に よ っ て 作物が 異 なる ｡ ラ ビ 期の 雨量

が 少 ない た め ､ 潅漑 の な い と こ ろ で は 小麦 の 栽 培は 因襲匪で ある ｡
こ の た め ､

計画地域に お い て は年 ごと の 雨量 に応 じて ヒ ヨ コ マ メ ､ 小 麦､ 油料作物な ど

の 収穫量が異なる ｡
ム ザ フ ァ ル ガ

ー

､ カ ロ ー ル の 潅漑地域で は 小麦が栽培さ

れ る ｡ チ ョ ウ バ ラで は潅漑があまり な い た め ､
ヒ ヨ コ マ メ の 作付 けが 多い

｡

一

方 ､ カ リ フ 期 は気 温 が高く ､ 降雨は ある に して も雨量 強度が 高く ､ 短時 日

に集中 して 降る ため ､ 作物栽培は あまり 普及 して い な い
｡ こ の ように ､ 本地

域の 農民は栽培 品種 が 限 られ ､ しかも不安定 な条件下 で 農業を行 っ て い る た

め ､
パ キ ス タ ン で も最低 の 収入 レ ベ ル に ある ｡
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付近 の 水 路潅漑あ る い は深 井戸潅漑地域で は ､ 綿花 ､ 小麦な どパ キ ス タ

ン にお ける代表的作物が栽培され て い る｡ しか し ､
こ の 地域で は水資源 に恵

まれな い た め､ 栽培作物 は限 られ て い る ｡ そ の 種類と栽培比率を次表 に示す ｡

計画地域にお ける栽培作物 の種類と栽培戸 数比 率

作物種 ム ザ フ ァ ル ガ
ー

カ ロ ー

ル チ ョ ウ バ ラ

ヒ ヨ コ マ メ ､
グ ア ラ

･

油量作物 5 0

グ ア ラ
､

小麦

ヒ ヨ コ マ メ
､

小麦 ､ 換金作物

0

0

▲

u
ノ

l

5

5

2

7 5 0

S o u r c e : P C 一I of P o v e rt y A u e v i a ti o n t b r o u g b C o n s e r v a ti o n of L a n d 血 T h al A r e a of

P u I→a b
,
D i r e c t o r a t e G e n e r al A g ri c u lt u r e ( F i eld)

,
1 9 9 9

計画地域 にお ける単位収 量 ( k g 仙 a)

作物 最小 最大

ひ よ こ まめ 6 93 7 91

小麦 9 8 8 1 9 7 7

油量作物* 3 9 5 5 4 4

☆: 油量作物 : M u st a r d a n d r a p e s e e d

S o u r c e : P C
-

I o f P o v e r t y A n e v i a ti o n t b r o u g b

C o n s e r v a ti o n of L a n d 血 T h al A r e a o f P u I力a b
,

D ir e c t o r at e G e n e r a l A g ri c u lt u r e ( Fi eld)
,
1 9 9 9

タ ル 地域の 港漑され て い な い と こ ろは ､ 農民層は 非常に貧困 で肥 料の 購

入 が困難で ､ 伝統的農法 の よ る農業が も っ ぱら行われ て い る｡ こ の ため ､ 生

産性 も低 い ｡

一

方 ､ 外部か ら の 移住者 は ある程度 の 資金 もある が ､ 作物 に関

す る知識もあり ､ 従来 か らの伝統的農業とは異なる方法 で 成功を収 めて い る

者もい る ｡ こ の ように小麦の 適期の 冬 に雨が少 ない 気候条件と潅漑 の 未普及

の た め ､ こ の 地域 で は農業活動 を行 うに は ､ 知識 と努力が 要求 され る｡

2 . 6 農民 の 抱える問題

農民か らの 聞き取 り に よ ると ､ 最大 の 開発阻害要因 は潅漑の な い こ と で

あ る ｡ また ､ 土地 に起伏 が多 い こ とも問題 で あ る｡ 農民 は貧困で 資金不足 に

悩んで おり ､ 潅漑の 導入や ､ 農地 の 平坦 化の ような未耕作地 開発 の た め に 投

資がで き ない
｡ また ､ 肥料と種 子 の 価格が高く ､ これ らを購入す る と 天水地

域で は収穫が 不安定 なため ､ イ ン プ ッ ト コ ス トが収入 を越える ｡ こ の よ うな

こ とか ら､ 農民は低 コ ス トの 開発 を希望 し､ 技術的ばか りで なく ､ 資金 面 の

援助 も期待 して い る ｡
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こ の タ ル 地域で は ､ 教育､ 交通/ 輸送､ 医療/ 健康 ､ 道路な どの 整備水

準は極め て低い ｡ さ らに ､ 地域の 土壌は砂質で 風食被害を受けやすく ､ 環境

改善の ため ､ 植生 の 増大 ､ 植林の 必要 が あ ると農民は考えて い る ｡
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3 計画 の 概要

3 .
1 計画 の 目的

タ ル 地域は ､ 潅漑 を含む開発計画が数 1 0 年も以前か ら作られて い る もの

の ､ 現在に い たるまで手 が つ け られ て い ない ｡ 地域の農民は極めて厳 しい気

候条件 の もとで の 生活 と生産 を強 い られて い る ｡ 多く の 農民は極めて貧困で ､

開発意欲は あるも の の ､ 経済的理由 か ら､ 自らの 手 に よ っ て未耕地の 開発 が

お こ な えない
｡

本計画 は ､ 砂漠化 を食い 止 め ､ 自然資源 の 持続的利 用 を可能とす るタ ル

地域 の 開発 の た め ､ 社会環境､ 自然環境を改善す る こ とを目的 とす る｡

3 . 2 計画 の 内容

本 地域の 現状は ､ 既 に述 べ た よう に ヒ ヨ コ マ メ の 生産 を主と し ､ 天水 に

依存 した農業が広く行われ て い る ｡ そ の
一

方 で は ､ 樹木 に取り囲まれ ､ 地下

水潅漑 の お こ なわれ て い る圃場が まれ に存在す る ｡

農業省 の 調 査 に よ る と ､ 計画地域の 相当広 い 範囲で 地下水が 高く ､ 利用

が可能と報告され て い る｡
しか し､ 地域の 農民は未耕作地 の 開発意欲は 高 い

が ､ 貧困 で 投資す る原資に不足 して い る ｡

本計 画 は ､ 地表被覆植生 の 拡大 ､ 農業生産 の 強化 ､ 樹林 の 拡大 な ど､ 地

域の 生物資源 を増加 させ る こ と を基本目標 と して い る｡ そ の 手段と して ､ 地

下水 の 利用が 可能 なと こ ろ で は ､ 豊富に得 られ る太陽 エ ネ ル ギ
ー

を利用 した

地下水利用 を推進 し､ 地域の 生物 資源賦存量を増大 し､ 利用可能資源量 を増

加 させ る｡ また ､ 天水 に た よ らざる を得ない とこ ろ で は ､ 条件 に恵まれた と

き に生産 量を増や し､ ポ ス ト ハ ー ベ ス トの ロ ス を少 なくす る ような農業技術

の 導入 し､ 利 用可能量 を増やす ｡ また ､ 教育､ 保健 ､ 飲料水 ､ 道路 などの 農

村イ ン フ ラ ス トラク チ ャ
ー の 整備 をすす め地域農民の 生活の 改善をは か る ｡

具体的な開発 目標と して ､

(Ⅰ) 村落 開発 (村落 イ ン フ ラ ス トラク チ ャ
ー

整備)

(ⅠⅠ) 農業開発

(1) 利用 可能 な水源 の 開発 ､

( 2) 乾燥地農業の 改善

(3) 関係研 究機関 の 研 究成果の 現地 へ の 導入 ､ ( 土地お よ び水 資源

開発 手法 ､ 新技術 の適用 ､ 土壌保全 ､ 圃場 レ ベ ル 水管理技法 ､

伝統 的作物 の 生産性向上 ､ 高価値作物 の 導入 ( 薬用植物 ､ 香料
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植物 ､ デ ー ツ ( ナ ツ メ) な ど) ､ 果樹 の 改良､ 土壌 の 塩類化防

止 ､ 湛水の 防除)

(ⅠⅠⅠ) 畜産改良 (牧草を主とする耐塩性作物 の 導入 ､ 家畜の 品 種改良 ､

牧草の 改良な どの 畜産分野 の 技術の 改善､ 家畜飼料の 普及 ､ など)

(ⅠⅤ) 樹林地管理 ､ レ ン ジ マ ネ ー ジメ ン ト

(Ⅴ) 女性 お よび 土地無 し層に対す る信用保証

なお ､ こ の ような地域開発 計画は ､ 地域住民 の 意志を反映させ ､ 地域の

現状 に 合致す る 開発 計画 を策定す る 必 要 が あり ､ 調査 の 開始時 に は R R A

によ る情報収集 ､ お よ び計画段階にお い て は P R A に よ る住民参 加型計画

策定 を行 う｡

3 . 3 調査 の 範囲

第 1 次調査 は ､ 自然及 び社 会条件 の 観測 も含 ん だデ
ー

タ収集 を行 う｡ 第

2 次調査 は タ ル 地域全域を計画対象地域と して 調査 し､ 地域全体の 開発計画

を策定する ｡ こ れに 引き続き ､ 第 3 次調査 で は代表 地区を選定 し､
こ れに つ

い て より詳細 な具体的計画 を作成する ｡ ま た ､
こ れ らの 計画 の適用 性 を検証

す る た め ､ 3 ない し 5 カ 年 の 実証試験 を行 う｡

3 . 4 調査 の 内容･

第 1 次調査 は ､ 自然条件 の デ ー タ に不 足 して い る地域 で ある た め ､ 全域

を対象 と した雨量 ､ 気 温 ､ 地下水分布 などの 気象 ､ 水文 ､ お よ び土壌 ､ 農業

実態 ､ 動物 ､ 植生 などの 調査 を行 う｡ また ､ 社会調 査 は地域全域 の うち 2 0

集落程度 を選 ん で R R A に よ る地域の 現況調査 を行 い ､
ベ ー ス ライ ン デ ー タ

の 収集 し､ 地域の 状況 を把握する ｡

第 2 次調査 は ､ 第 1 次調査結果 に基 づ き ､ 地域開発 の マ ス タ ー プ ラ ン を

作成す る｡

第 3 次調 査 は､ タ ル 地域の 全域か ら 2 次調査 の成果に 基づき ､ 5 , 6 箇

所程度を抽出 しP R A を活用 し､ 村落単位の 開発 計画 を立案す る｡

実証試 験段階で は ､ 地域 の伝統 に は な い ソ
ー

ラ
ー ポ ン プ ､ ア グ ロ フ ォ レ

ス トリ ､ そ の 他 の 新技術を現地 へ 導入す る ｡
こ の 導入 は地域社会構 成員の 伝

統や価値観 を尊重 して行 う こ とが必 要で あ ると思われ る ｡
こ れらの 技術を農

民層 に示 し､ そ の 効果 を経験 と し ､ 新技術が ポジテ ィ ブに受け止 め られ るよ

うにす るた め ､ 体験農場 ､ 新技術 の デモ ン ス ト レ
ー

シ ョ ン
､ 研修旅 行 な どを

計画 に含 め る必要 が ある ｡
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総合所見

地 下水 ､ 太陽 エ ネ ル ギ ー な ど自然資源の 有効利用 を通 じて砂漠に植生 を

回復 し､ 未利用 地 の利用 拡大 に よ っ て農業生産 の 拡大 ､ 用材資源 の増産を行

うこ とは ､ 砂漠化 の 防止 ､ 緑資源 の 拡大をもたらすと同時に ､ 砂漠地 帯に住

む極貧の 農民層 の 生活 の 向上 となる｡

本 計画 地域 に は ､ 地 下水資源 に恵まれ た と こ ろも あり ､ 地下水 の 利用 に

よ っ て緑 資源 を拡大する こ とも可能で ある｡ また ､ 節水潅漑技術を導入 し､

ナ ツ メ な どの ような高価値 の 果樹や ､ その 他 の 作物 の 導入 も可能と考えられ

る ｡ また
､
塩水 地域に お い て は家畜飼料とな る耐塩性植物を利 用 し､ 家畜飼

育を安 定化す る こ とが 可能 と考えられ る ｡

地 下水が 利用 で き る地域 で は潅漑 が可能で あり ､ 風食防止 と燃 料用薪の

確保 を目的 と した防風林帯 の設 置 な どア グ ロ フ ォ レ ス トリ が 導入 でき る ｡ ま

た ､ 豊富に ある太陽 エ ネ ル ギ ー

の利用 を高 め る ソ
ー

ラ
ー

ポ ン プ を導入 は ､ 将

来の 運営 コ ス トを押さえる手段 と して 有効 で ある ｡

なお ､ 本計画 は案件形成調 査 と して 実施 された も の で あり ､ 計 画 の 熟度

は そ れ ほ ど高 い も の で は ない ｡ 今後 ､ さ らに調査 を進 め現地 の 状況 に即 して

熟度 を高 め る必 要が ある｡
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男.轡写者

No.1

No.2

南部地域

降雨量も少なく過放牧のため､樹林地,耕作地は見られない.:.

Rangpur-Atharam Hazar問

南部地域
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1 . 調査団 の 構成

岸洋一 日本技研

M 11士1 a m m a d Q a si m S a e e d 同 上

2 . 調査行程

日数 月 日 曜日 行程

1 9 月 3 日 ( 日) 移動 岸 ( 東京 → バ ン コ ッ ク → ラ ホ
ー

ル)

2 9 月 4 日 ( 月) 潅漑省 ､ 計画開発省打合せ

3 9 月 5 日 (火) イ ス ラ マ バ ー

ド へ 移動
､

刀 C A
､ 大使館表敬

宿泊地

ラホ ー

ル

ラ ホ ー

/ レ

イ ス ラ マ バ ー ド

4 9 月 6 日 ( 水) F e d e r al Fl o o d C o m m i s si o n (F F C) 専門家と の 打合せ イ ス ラ マ バ ー

ド

5 9 月 7 日 ( 木) T al a g a n 現地調 査

6 9 月 8 日 ( 金) S m all D a m O r g a n i z a ti o n 打合せ

7 9 月 9 日 ( 土) F F C 打合せ

8 9 月 1 0 日 ( 日) 資料整理

9 9 月 1 1 日 (月) 濯漑省打合せ
､

P I D A 表敬

1 0 9 月 1 2 日 (火) A B A D 打合せ

1 1 9 月 1 3 日 (水) F F C 打合せ ､ ラ ホ
ー

ル へ 移動

1 2 9 月 1 4 日 (木) パ ン ジ ャ ブ農業省打合せ

1 3 9 月 1 5 日 ( 金) 移動

1 4 9 月 1 6 日 ( 土) 移動

イ ス ラ マ バ ー

ド

イ ス ラ マ バ ー

ド

イ ス ラ マ バ
ー

ド

イ ス ラ マ バ ー

ド

ラホ ー ル

イ ス ラ マ バ
ー

ド

イ ス ラ マ バ ー ド

ラホ
ー

ル

機 中

機 中



3 , 面会者 一

覧

(1) 日本 国大使館

渡辺史郎

(2) 刀 C A

中原 正孝

石井羊次郎

M r . Jill a n i

(3) パ ン ジ ャ ブ潅漑電力省

M r . U s m a n A k r a m

M I
･

. S h ei k b A b d u l A li

M r . C b . S b a 丘

M r . I s r a r
-

U L . H a q

一

等書記官

刀 C A パ キ ス タ ン事務所 所長

刀 C A パ キ ス タ ン 事務所 次長

刀 C A パ キ ス タ ン 事務所 次長

A d diti o n al S e c r e t a r y

D e p u t y S e c r e t a ry ,
D e v el o p m e n t

R e ti r e d C b i e f E n g i n e e r

D i r e c t o r Fl o o d

(4) P l a n i n g a n d D e v el o p m e n t D e p a r t m e n t

M r . C b . H a 伍 z

M r . S a q ib A l e e m

M r . R a i N ai m a t A li

(5) F e d e r al F l o o d C o m m i s si o n

M r . R i a z A b m a d E 血a n

M r . Ib l
､

a b
.
i m B . S b ei k h

清水真幸

C bi e f W a t e r & P o w e r

C hi e r R u r al D e v el o p m e n t & E n v i r o n m e n t

C h i e r o f S e c ti o n (p r由e c t c o o di n a b r o f D . G . K h a n

R u r al D e v el o p m e n t P r oj e c t

CI l ai r m a n

C b i er E n g i n e e r

爪 C A E x p e r t



(6) Agency for Barani Area Development (ABAD)

Mr. MuhammadShafqat Ullah Cheema

Director General, ABAD

Mr. Riasat All Khan Chief, ABAD

(7) Agriculture Department, Government of Punjab

Dr. MohammadGhaffar Director General Agriculture Engineering, Field

Wing

. iRHsmy^h

(1) PC-I (revised) for Poverty Alleviation through Conservation of Land in Thai

Area of Punjab, Directorate General Agriculture (Field) Punjab, Lahore, 1999

(2) PC-I for Introduction of Solar Energy Technology in Agriculture Sector

(1997-2000), Government of Punjab, Agriculture Department

(3) Achievement of Field Wing of Agriculture Department (Upto June, 2000),

(4) PC-II Form/Project Proposal of Third Barani Area Development Project,

Agency for Barani Area Development(ABAD), Rawalpindi, Planning and

Development Department, Government of Punjab, 2000

(5) Project Completion Report on the Second Barani Area Development Project
(Loan 1012-PAK[SF]) in Pakistan, August 2000, Asian Development Bank PCR:

PAR21220

4.収集資料リスト
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